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あらまし： 本研究では新形コロナウイルスの影響により，オンラインで行われる校内研修に教育学部生が参加する

ことで，これからの教員に求められる資質・能力の向上にどのような効果をもたらすのかについて分析した．その結

果，学生は教員の支援体制や教員同士で情報を共有しながら学びを深めることなどを理解することが分かった． 
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1. はじめに 
 教員には研修が求められており，各自治体の教

員研修に参加する機会があるが，日常的に取り組

むことができる研修として校内研修が挙げられる．

それらに教員が積極的に取り組むことで，日々の

授業改善が図られ，子供の学力向上の礎となる(1)． 

 2020 年度は新型コロナウィルスによる影響で，

外部講師を学校に招いた校内研修が困難になった．

そこで一部の小学校では，オンラインで外部講師

と接続し，校内研修を行う取り組みがなされた．

これにより，教育学部生も遠隔から校内研修に参

加することが可能になった． 

本研究では，オンラインで行われる校内研修に

教育学部生が参加することで，これからの教員に

求められる資質・能力の向上にどのような効果を

もたらすのかについて分析することを目的とする． 

 

2. 調査概要 
 2020 年 6 月 25 日に東京都内の A 小学校で行わ

れた．「ICT 活用とプログラミング教育」について

の校内研修に，教育学部生 10 名と，大学院生１名

の計 11 名（男 6 名，女 5 名）がオンラインで参加

した．教員研修は，情報教育を専門とする大学教

員の講演で，オンラインシステムを活用した授業

の方法を学ぶ目的と「ICT 活用とプログラミング

教育」のテーマについて講演を聴く目的で，1 時

間 30 分程度行われた． 

はじめに，大学の指導教員によるテレビ会議シ

ステムの扱い方の講演を聞いた後，A 小学校の教

員と学生が混ざって，4名程度のグループを作り，

ICT 活用やプログラミング教育に取り組むにあた

りどのような意識を持つ必要があるかについて，

ブレイクアウトルームで話し合った．その後，上

記のテーマの講演を視聴し，質疑応答した． 

教育学部生は各々のパソコンやスマートフォン

で参加した．A 小学校の教員は，学校にいながら

それぞれ異なる教室からオンラインで参加した． 

 

3. 分析 
3.1 質問紙調査 

質問紙調査（全 28 項目）は，オンライン校内研

修に参加した後に行われた．オンラインで校内研

修に参加したことで校内研修にどのような印象を

持ったか(2)，校内研修に参加したことでどのよう

な能力が高まると考えられるかについて(3)，５件

法で問い，回答結果について，質問紙の尺度の中

央値（3）を閾値とする母平均の検定（t 検定）を

行った． 

3.2 自由記述  

質問紙で（1）オンライン校内研修を参観して学

んだこと（2）オンライン校内研修を参観してさら

に学びたくなったことについて自由記述で問うた．

得られた回答結果から，「オンライン校内研修への

参観」の及ぼす影響について分析した． 

 

4. 結果と考察  
4.1 質問紙調査の結果 

4.1.1  校内研修の在り方について 

表１は，有意差が認められ，かつ，平均値が中

央値（3）よりも高い，好意的な項目と判断できた

もののみを示した表である．結果，「23．校内研修

がどのようなものかを知ることができた（t (11) = 
21.0, p < .01, M = 4.90）」が，有意に肯定的な回答

が多いことが分かった．よって，教育学部生の多

くは校内研修をオンラインで参加したことで，校

内研修の様子を知ることができたという認識であ

ることが分かった．  

オンライン校内研修を通して得られた事柄とし

て「５．分からないことが生じたときなど，助言

や援助をしてもらえる体制が整っていることが理

解できた（t (11) = 8.04, p < .01, M = 4.63）」，「25．
オンライン校内研修に参加して，教員間のやりと
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りを知ることができた（t (11) = 8.04, p < .01, M = 
4.63）」，が有意に肯定的であった．これらの結果

から，教育学部生はオンライン校内研修に参加す

ることで，教員の支援体制の在り方を知ることが

できる可能性が示唆された． 

4.1.2  ICT活用やプログラミング教育について 

オンライン校内研修を通して学んだ ICT活用や

プログラミング教育について見てみると，「10．講

師を招くと，教員は専門性について考えられるこ

とが理解できた（t (11) = 14.9, p < .01, M = 4.81）」，
「８．教員同士が ICT 活用やプログラミング教育

の方法を共有することで，指導の参考になること

を理解できた（t (11) = 12.26, p < .01, M = 4.72）」が

有意に肯定的であった．校内研修，研究授業では，

教員同士で ICT活用やプログラミング教育につい

て共有されており，さらに外部講師を招くことで

より学びを深めることができるということを，多

くの教育学部生が理解したことが明らかになった． 

4.2 自由記述 

オンライン校内研修を参観して学んだことにつ

いて，「校内研修がどのように行われているか，先

生方はどのような意識で校内研修に臨んでいるの

かを学んだ」等の回答を 11 件中 7 件（66％）得

た．このことから，教育学部生がオンラインで校

内研修に参加すれば，校内研修のイメージを持つ

ことの他に，ICT の活用方法やこの重要性につい

て，考えることができるようになるかもしれない． 

 また，オンライン校内研修を通してさらに学び

たくなったことについて，「現場の先生方との意見

交換をもっと活発に行いたい」といった回答が 11
件中 7 件（66％）得られた．これらの教育学部生

の欲求を満たすためには，オンライン校内研修に

繰り返し参加しながら現職教員と意見交換の場を

より多く得たり，本研究とは異なる学校と交流し

たりすることが考えられる．さらに，実際に学校

に訪問して，授業を参観した後に校内研修に参加

することが重要であるため，オンラインと対面に

よるハイブリッド型での参画について検討するこ

とが求められる． 

5. おわりに 
 本研究では，教育学部生が「ICT 活用とプログ

ラミング教育」についての校内研修にオンライン

で参加することで，これからの教員に求められる

資質・能力の向上にどのような効果をもたらすの

かについて分析した．その結果，教育学部生の認

識として，校内研修とはどのようなものであるか

を知ることができ，研究の内容について教員同士

で共有しながら学びを深めている姿勢や教員の支

援体制について理解できることが分かった．  

校内研修の際に，教育学部生が実際に学校訪問

したり，今回の研究とは違うケースで行われる校

内研修に参加したりすることが求められる．だが，

新形コロナウイルスの影響で，頻繁に対面で参加

することは難しい．今後の課題として，プログラ

ミング教育以外のオンライン校内研修を扱ったり，

外部講師を呼ばずに校内研修を行う方法を理解し

たりするための方法を検討することが求められる．

また，対面とオンラインを融合したハイブリッド

型の校内研修を運営したり，参画したりする方法

と，これによる教育学部生の教員の資質・能力に

与える影響について検討したい． 
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表１ 質問紙の結果（中央値（３）を母平均とする検定（ｔ検定）：有意差が見られた項目のみ

抜粋） 
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